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１、研究背景

核融合炉の実現に向けて炉心から流出するプ

ラズマによるダイバータ板への熱負荷の低減は

最も重要な課題の一つである。これに対する有効

策として非接触プラズマの利用が考えられてい

る。名古屋大学の直線型ダイバータ模擬実験装置

NAGDIS-IIはエンドターゲット近くの中性ガス圧
を上昇させることで非接触プラズマを生成可能

な装置であり、これまでの非接触プラズマ計測に

おいて、プラズマが径方向外側に向かって螺旋状

構造を形成しつつ吐き出される現象が観測され

ている[1]。また、軸方向については再結合フロン

ト近傍において大振幅の密度揺動が局在するこ

とがわかっている[2]。これらの揺動・輸送現象は

非接触プラズマの形成自体に影響を与えるもの

であり、非接触プラズマにおける発生機構と輸送

現象を定量的に理解することは周辺プラズマモ

デリングの精度を向上させるためには不可欠で

ある。本研究では、主にダブルプローブ法を用い

て非接触プラズマ中のパラメータ揺動の時空間

分布計測を行った。

２、実験方法

本研究ではHeの非接触プラズマを対象とする。
NAGDIS-IIのエンド部に軸・径方向に可動な二次
元駆動ラングミュアプローブを設置し、これを用

いて二次元パラメータ分布計測を行った。計測に

はダブルプローブ法を用いた。ダブルプローブ法

ではトムソン散乱計測と近い電子温度計測結果

が得られている。さらに、分光計測によって再結

合フロント位置の同定を行った。次に、ダブルプ

ローブ計測と同時にエンドターゲットや他の位

置に固定したプローブでイオン飽和電流を計測

し、これがある閾値内にあるときのみのダブルプ

ローブ特性を平均化することによって、揺動によ

る時間的なパラメータ変動についての解析を行

った。

３、実験結果

ダブルプローブ計測結果に条件付き平均法を

適用することにより得られた非接触プラズマ中

のパラメータ時間発展の例を図 1に示す。図はそ

れぞれ（a）電子温度（b）平均を差し引いた電子

温度の変動分（c）電子密度（d）平均を差し引い

た電子密度の変動分である。温度、密度ともに周

期的な構造を持って変動している様子が観測さ

れた。図中で右下方向に伸びる温度・密度スパイ

クは、プラズマの放出と回転を反映しているもの

と考えられる。

図１、条件付き平均により得られた (a)電子温度 (b)電子

温度の変動分 (c)電子密度 (d)電子密度の変動分
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